
対

No. Pos. ＋ Ｃ/A G A 合計 反則 P Time G A A P Time No. Min 内容

1 GK ＋ 1 5:10 7 11 6 1 2:05 14 2 トリッピング

30 GK ＋ 1 15:30 8 9 1 24:25 2 2 ホールディング

2 DF ＋ 1 1 23:45 16 3 13 2 8:30 8 10 ミスコンダクト

6 DF ＋ 1 1 2 2 0:50 13 10 12 3 0:50 6 2 クロスチェッキング

10 DF ＋ 1 1 1 2 24:50 13 14 3 0:50 6 2 フッキング

12 DF ＋ 1 1 3 2:10 3 4 8 3 4:50 10 2 ハイスティック

14 DF ＋ 1 1 1 3 16:50 3 5 9 3 12:30 7 2 エルボーイング

16 DF ＋ 1 1 3 19:40 3 7 9 3 18:30 3 2 インターフェアランス

DF － : 3 19:50 4 2 ニーイング

DF － : :

3 FW ＋ 3 1 4 1 : :

4 FW ＋ 1 1 1 : :

5 FW ＋ 1 1 : :

7 FW ＋ 1 1 2 1 : :

8 FW ＋ 1 1 2 1 : :

9 FW ＋ 3 3 : :

11 FW ＋ 1 1 : :

13 FW ＋ 2 1 3 : :

FW － : :

FW － : :

FW － : :

FW － : :

: :

: :

: :

: :

16 名 8 14 22 9 : :

【オフィシャルチーム】 ※氏名はフルネームで記入願います。

1 スコアラー

2 ｹﾞｰﾑﾀｲﾑｷｰﾊﾟｰ（ｼｭｰﾄｽｺｱﾗｰ）

ﾍﾟﾅﾙﾃｨｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ

　

Goalkeeper Records

１P ２P ３P １P ２P ３P 計 １P ２P ３P

1 3 2 0 15 8 0 23 25 10 0

30 0 1 1 0 6 10 16 0 15 20

※Savesはｷｰﾊﾟｰﾌﾞﾛｯｸ数を、MIPは分単位で記入　例（25 25 20　70）尚、リレードでGKがあっても、減算しない。

名 （チーム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

レフェリーレフェリー

ラインズマン ラインズマン

（札ア連）

（札ア連）

8

GOALS PENALTIES

Name

大会名
(一財)札幌アイスホッケー連盟

第４４回 札幌選手権大会 （Ａプール Game Ｎｏ.１) 主催

日光　三郎

（一財）札幌アイスホッケー連盟

出場

(一財)札幌アイスホッケー連盟

平成　３０年　１０月　６日 （土） 時間　２１：１５ ～ ２２：４５ 競技場　 月寒　 星置　 主管

王子　一郎

札幌ファイターズ

東北　二郎

日本　四郎

札幌　五郎

札幌ジェッツ

釧路　六郎

帯広　七郎

釧路　八郎

苫牧　九郎

青森　十郎

仙台　四郎

東京　ぼん太

名古屋　章

大阪　なおみ

松山　千春

TEAM 1 2 3

※出場選手には必ず＋記号をつける。

福岡　翼

3

1

オイラーズ札幌

TOTAL

52

7

TOTAL

山田　高志

シュート数 15 17 20

海田　深志

札幌フレームス

札幌
ジェッツ 3 2

シュート数 18 17 11 川田　早志

札幌ファイタ
-ズ 3 3

46

森田　緑

No. Name（GK氏名）
GA（失点） Saves（セーブ数） MIP（滞氷時間）

計 計

５．先発ＧＫの確認も試合開始時に忘れずに行って下さい。ＧＫの途中交代時の時間と交代前後のＧＫの各被シュート数も
　　忘れずにチェックして下さい。第２・第３ピリオド開始時もＧＫの交代がないか背番号をよく確認して下さい。

5 35

2 35

王子　一郎

東北　二郎

（札ア連）

７．試合終了後、ゲームシートの記入を完成・確認したら、レフェリー室に持参しレフェリーのサインを受領して下さい。
　　レフェリーサイン後のゲームシートは、２枚ともレフェリー室に備え付けてあるクリアケースに収めて下さい。

（札ア連）

□　チームオフィシャル派遣義務違反

【第４４回 札幌アイスホッケー選手権】ゲームシート記入要領

２．「赤字・赤線の囲み吹き出し部分」は、試合チームのゲームシート作成者の留意事項です。よく確認して記入して下さい。

３．「黄色着色部分」は、オフィシャルチームのスコアラーが記入する部分です。留意事項をよく確認して下さい。

４．オフィシャルチームの競技役員は、試合前の練習時に両チームの出場選手を背番号で確認し、ゲームシートに「＋」が
　　付いているか確認して下さい。

６．各選手の得点、アシスト、反則の数は小さい「・」で記入しておき、試合終了後に「数字」で書いて下さい。
　　「正」の字で書くのは不可です。

１．レフェリーの記入欄などが変更になっていますので、今回の大会からこの様式でゲームシートを作成して下さい。

プール
名を記
入する
こと。 

ゲーム番号

を記入する

こと。 

試合日と曜

日を記入す

ること。 

相手チーム名
を記入するこ
と。 

試合時刻はリ
ンクの貸出時
刻を記入する
こと。 

試合会場の
リンクを○
で囲むこと。 

自チーム
名を記入
すること。 

自チーム
名を記入
すること。 

相手チー
ム名を記
入すること。 

自チーム 
ＧＫの背番
号と名前を
記入するこ
と。 

ＧＫ帯氷時間の合
計が７０分になって
いるか確認するこ
と。 

失点数が一致するか確認 

すること。 

シュート数と、 
失点＋セーブ数
の合計が一致す
るか確認すること。 

出場選手
を「＋」に
すること。 各ピリオドの得点と合計が 

一致するか確認すること。 

各選手の反則数と合計が一致 
するか確認すること。 

各選手の得点、アシスト、合計ポイントと 
得点、アシスト、ポイントの合計が一致する
か確認すること。 

オフィシャル派遣義務違反の該当があれば、 
違反したチーム名と欠席人数を記入すること。 

各ピリオドの数字を記入すること。 

各ピリオドの積算 

時間を記入すること。 

・ 

・ 

･･

・ 

・ 

・ 

･･･ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ ･・ 

･・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 


